
二
年
ほ
ど
前
、
米
子
市
上
福
原
の
農
地
に
、
売
り
場
面
積
５

万
平
方
メ
ー
ト
ル
を
有
す
る
大
型
ス
ー
パ
ー
・
イ
ズ
ミ
の
進
出

計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
直
後
か
ら
、
米
子
商
工
会

議
所
や
民
主
商
工
会
な
ど
経
済
団
体
か
ら
「
地
元
商
店
や
流
通

業
者
に
多
大
な
影
響
を
も
た
ら
す
」
―
な
ど
と
し
て
、
郊
外
へ

の
大
型
店
の
出
店
に
反
対
し
て
ほ
し
い
と
い
う
陳
情
が
出
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

七
月
定
例
会
に
、
市
内
の
七
団
体
か
ら
反
対
陳
情
が
再
度
提

出
さ
れ
、
審
査
し
た
産
業
経
済
委
員
会（
安
田
篤
委
員
長
、七
人
）

で
は
、
賛
否
が
３
対
３
に
分
れ
、「
競
争
原
理
が
必
要
」
と
の

委
員
長
採
決
で
、陳
情
は
い
っ
た
ん
は
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
議
会
最
終
日
の
本
会
議
で
は
「
不
採
択
」
と
い
う

委
員
長
報
告
に
対
し
て
、
岡
村
英
治
議
員
を
含
め
三
議
員
が

「
さ
ら
な
る
大
型
店
の
出
店
は
地
元
経
済
に
大
打
撃
と
な
り
、

身
近
な
買
い
物
も
で
き
な
く
な
る
」

「
市
街
地
の
空
洞
化
を
招
き
、
コ
ン
パ

ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
を
と
い
う
時
代

の
流
れ
に
逆
行
す
る
」
な
ど
と
し
て
、

「
採
択
」
す
る
よ
う
求
め
る
討
論
を
お

こ
な
い
、
15
対
14
の
僅
差
で
陳
情
は

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
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7月議会報告 
日本共産党 
7月議会報告 

明るい米子 
２００６年９月 
日本共産党米子市議会議員団／発行 
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改
選
後
初
の
七
月
定
例
米
子
市
議
会
は

二
十
日
か
ら
八
月
八
日
ま
で
の
二
十
日
間

の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。
主
な
議
案
・

陳
情
の
特
徴
点
、
岡
村
英
治
、
松
本
松
子

両
議
員
の
一
般
質
問
の
大
要
な
ど
ご
紹
介

し
ま
す
。

イ
ズ
ミ
出
店
反
対
陳
情
　
15
対
14
で
採
択

「
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
が
時
代
の
流
れ
」

の
主
張
通
る

年
金
収
入
は
物
価
ス
ラ
イ
ド
で
減
っ
て
い
る
の
に
、
年
金
控

除
の
縮
小
や
１
２
５
万
円
以
下
の
非
課
税
措
置
の
廃
止
に
よ
っ

て
、多
く
の
高
齢
者
が
非
課
税
か
ら
課
税
対
象
に
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
料
の
第
２
段
階
か
ら
第
５
段
階
に
あ
が
っ
た
人
は
２

万
５,
８
０
０
円
か
ら
７
万
１,
５
０
０
円
と
４
万
６,
０
０
０
円
も

値
上
げ
さ
れ
ま
し
た
。

市
に
は
保
険
料
を
低
く
抑
え
る
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
な
ど
に
よ
り
従
来
の
保
険
料
に
戻
す
な
ど
の
減
免
を
充

実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。
ま
た
、
現
行
制
度
で
可
能
な
各

種
控
除
の
周
知
に
つ
い
て
も
十
分
に
行
な
う
こ
と
が
必
要
で

す
。激

変
を
緩
和
す
る
制
度
に
反
対
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は
、
限
度
を
超
え
た
負
担
増
で
あ
り
、

容
認
で
き
ま
せ
ん
。

保
険
料
が
大
幅
に
ア
ッ
プ

米
子
市
介
護
保
険
条
例
の
「
改
正
」

▽　犯罪 「米子市犯罪のないまちづくり推進条例」

▽　教基法　陳情「教育基本法改正に関する意見書の提出」

▽　牛肉　陳情「アメリカ産牛肉の輸入を再開しないよう国に
対して意見書提出を求める」

▽　イズミ　陳情「株式会社イズミの郊外型大規模小売店舗出
店反対」（米子商工会議所）など7団体から出された陳情

議案・陳情の特徴点

議案・陳情に対する議員の態度
議員

岩崎　康朗
竹内　英二
谷本　　栄
中田　利幸
中村　昌哲
野坂　道明
松田　　正
吉岡　知己
渡辺　穣爾
渡辺　照夫
伊藤ひろえ
内田　隆嗣
門脇　邦子
中川　健作
森　　雅幹
八幡　美博
尾沢　三夫
藤尾　信之
松井　義夫
矢倉　　強
山形　周弘
笠谷　悦子
原　　紀子
安木　達哉
安田　　篤
岡村　英治
松本　松子
中本　実夫
遠藤　　通
宮田　　誠

イズミ
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
×
○
×
○
○
×
×
×
○
×
×
○
×
×
×
×
○
○
×
×
×

牛肉
×
×
×
×
×
×
×
議長
×
×
○
○
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
×
○
×

教基法
×
×
×
×
×
×
×
議長
×
×
○
×
○
○
○
○
×
×
×
×
×
×
×
×
×
○
○
×
○
×

犯罪
○
○
○
○
○
○
○
議長
○
○
×
×
×
×
×
×
○
○
○
○
○
○
○
○
○
×
×
○
○
○

会派

新　風

未　来

新政会

公明党

共産党

明正会
一院ク
誠　心

地域業者の願いかなう地域業者の願いかなう

平成18年度から平成20年度までの介護保険料
保険料年額

料率対象者
平成18年度 平成19年度 平成20年度

25,800

25,800

40,000

57,200

71,500

88,600

94,300

25,800

25,800

40,000

57,200

46,900

51,500

71,500

56,600

61,200

66,300

88,600

94,300

25,800

25,800

40,000

57,200

36,600

45,800

71,500

41,200

50,900

61,800

88,600

94,300

保険料段階

第1段階

第2段階

第3段階

第4段階

第5段階

第6段階

第7段階

基準額
×0.45
基準額
×0.45
基準額
×0.70

基準額

基準額
×1.25

基準額
×1.55
基準額
×1.65

生活保護受給者か老齢福祉年金受給者で、世帯全員が
住民税非課税
世帯全員が住民税非課税で、
合計所得金額と課税年金収入額の合計が80万円以下

世帯全員が住民税非課税で､第1･第2段階に該当しない

世帯内に住民税課税者がいるが、本人が住民税非課税

ただし、住民税改正がなければ「第1段階」「第2段階」に該当

ただし、住民税改正がなければ「第3段階」に該当

住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円未満

ただし、住民税改正がなければ「第1段階」「第2段階」に該当

ただし、住民税改正がなければ「第3段階」に該当

ただし、住民税改正がなければ「第4段階」に該当

住民税課税で、前年の合計所得金額が200万円以上500万円未満

住民税課税で、前年の合計所得金額が500万円以上



昨
年
か
ら
年
金
世
帯
な
ど
の
高
齢
者
の
所
得
税
が
増
税
さ
れ
、

今
年
度
か
ら
は
住
民
税
が
増
税
と
な
り
ま
し
た
。
自
民
・
公
明

の
政
府
与
党
が
年
金
増
税
の
法
案
を
強
行
し
た
た
め
で
す
。
こ

と
し
六
月
、
住
民
税
の
納
税
通
知
が
送
付
さ
れ
る
と
、「
税
額

が
九
倍
に
も
跳
ね
上
が
っ
た
。
間
違
い
で
は
な
い
か
」
な
ど
苦

情
が
市
役
所
窓
口
に
殺
到
し
ま
し
た
。

六
十
五
歳
以
上
の
納
税
者
を
み
る
と
、
年
間
の
市
民
税
納
税

額
は
７
８
８
０
万
円
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
非
課
税
だ

っ
た
方
が
今
年
度
か
ら
新
た
に
課
税
対
象
と
な
っ
た
の
は
３
９

５
０
人
に
も
上
る
こ
と
が
分
り
ま
し
た
。

非
課
税
世
帯
だ
っ
た
場
合
受
け
ら
れ
た
布
団
丸
洗
い
乾
燥
や

紙
お
む
つ
な
ど
介
護
用
品
購
入
の
た
め
の
ク
ー
ポ
ン
（
最
高
７

万
５
０
０
０
円
分
）
支
給
な
ど
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
課
税
世
帯

に
変
わ
る
こ
と
で
受
け
ら
れ
な
く
な
る
恐
れ
も
あ
り
ま
す
。

岡
村
英
治
議
員
は
「
お
年
寄
り
の
生
存
権
を
脅
か
す
今
回
の

負
担
増
と
今
後
の
増
税
に
対
し
、
見
直
し
を
図
り
、
凍
結
す
る

よ
う
政
府
に
求
め
よ
」
と
市
長
の
姿
勢
を
た
だ
し
ま
し
た
。
野

坂
市
長
は
「
裕
福
な
高
齢
者
と
そ
う
で
な
い
高
齢
者
と
の
間
、

高
齢
者
と
現
役
世
代
と
の
間
に
不
公
平
が
生
じ
て
お
り
、
能
力

に
応
じ
て
公
平
に
負
担
を
分
か
ち
合
う
た
め
の
税
制
改
正
だ
」

と
、
実
態
を
無
視
し
た
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。

今
後
、
生
活
を
守
っ
て
い
く
上
で
、
介
護
保
険
料
の
減
免
な

ど
市
独
自
の
負
担
軽
減
策
の
実
施
を
求
め
て
い
く
取
り
組
み
が

重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

岡
村
議
員
は
こ
の
他
、
▽
お
年
寄
り
の
バ
ス
の
無
料
券
復
活

を
▽
保
育
園
の
民
営
化
反
対
―
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

http://jcpy.sakura.ne.jp/o/
http://jcpy.sakura.ne.jp/m/

マ
ス
コ
ミ
な
ど
を
通
じ
て
流
さ
れ
て
い
る

「
異
常
犯
罪
」
報
道
な
ど
で
漠
然
と
国
民
が
抱

い
て
い
る
不
安
感
を
口
実
に
、
警
察
主
導
で

「
生
活
安
全
条
例
」
と
い
わ
れ
る
条
例
作
り
が

全
国
の
各
自
治
体
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
相
互
に
監
視
の
目
を
光
ら
せ
る
こ
と
を

狙
っ
て
い
ま
す
。「
防
犯
」
活
動
に
協
力
し
な

い
も
の
を
「
異
端
者
」「
不
審
者
」
扱
い
す
る

よ
う
な
社
会
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

防
犯
の
強
化
を
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、警

備
・
公
安
に
偏
重
し
た
警
察
行
政
を
改
め
る
べ

き
で
す
。
さ
ら
に
根
本
的
に
は
、
社
会
の
不
安

要
因
を
作
り
出
し
て
い
る
貧
困
や
格
差
社
会
を

解
消
し
て
い
く
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
を
異
常
な

状
態
に
追
い
や
っ
て
い
る
競
争
・
管
理
主
義
の

教
育
を
改
め
る
こ
と
こ
そ
、
行
政
が
第
一
に
取

り
組
む
べ
き
こ
と
で
す
。

市
営
葬
儀
の
第
１
条
に
は
、“
市
が
低
廉
な

費
用
で
葬
儀
を
請
負
、
市
民
の
利
用
に
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
市
民
生
活
の
向
上
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
”
第
10
条
“
市
長
は
特
別
な

理
由
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
使
用
料
を
減

免
し
又
は
免
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
”
と
あ
り

ま
す
。

廃
止
後
は
住
民
税
非
課
税
者
へ
の
助
成
も
Ｈ

22
年
３
月
ま
で
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
、

人
件
費
を
除
い
た
事
業
費
と
事
業
収
入
を
比
べ

て
み
る
と
、
事
業
収
入
が
多
く
あ
り
、
決
し
て

赤
字
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

低
所
得
者
に
と
っ
て
、
低
額
で
葬
儀
が
で
き

る
市
営
葬
儀
の
存
続
は
必
要
で
あ
り
、
廃
止
に

は
反
対
で
す
。

問
　
中
学
時
代
は
人
生
の
最
大
の
発
育
期
で
あ
り
、
最
も
多
く

食
べ
る
と
き
で
す
。
こ
の
時
期
に
安
全
で
お
い
し
く
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
給
食
を
仲
良
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
子

ど
も
の
発
達
権
、
教
育
を
受
け
る
権
利
、
幸
せ
に
生
き
る
権
利

を
保
障
す
る
こ
と
は
、
今
、
学
校
の
か
か
え
る
問
題
を
解
決
す

る
上
で
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
全
市
で
の
中
学
校
給
食
の
早
期

実
現
の
重
要
性
を
主
張
し
ま
す
。

市
は
現
在
の
学
校
給
食
の
調
理
を
民
間
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
が
、
業
者
は
必
ず
利
益
を
生
み
出
さ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

安
全
、新
鮮
な
地
元
産
な
ど
保
障
さ
れ
な
い
の
が
実
態
で
あ
り
、

や
が
て
給
食
費
も
高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
事
例
も
あ
り

ま
す
。
民
間
委
託
で
は
な
く
、
自
校
直
営
方
式
に
よ
る
中
学
校

給
食
を
求
め
ま
す
。

問
　
淀
江
で
行
な
っ
て
き
た
乳
児
検
診
を
19
年
度
か
ら
「
ふ
れ

あ
い
の
里
」
で
行
な
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
淀
江
地
域

の
子
育
て
の
方
た
ち
か
ら
「
遠
く
て
大
変
。
こ
れ
ま
で
通
り
、

淀
江
で
受
け
さ
せ
て
欲
し
い
」
と
い
う
声
を
た
く
さ
ん
聞
い
て

い
ま
す
。要
望
に
そ
っ
た
支
援
を
す
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

協
定
書
を
作
る
に
当
た
っ
て
、
総
て
住
民
が
同
意
し
て
作
っ

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
合
併
協
議
で
発
言
で
き
た
の
は
、

両
首
長
と
協
議
会
の
委
員
で
す
。
努
力
の
上
に
も
努
力
し
て
支

所
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
要
望
し
ま
す
。

そ
の
他
、
介
護
保
険
、
国
民
健
康
保
険
、
公
園
管
理
に
つ
い

て
も
質
問
し
ま
し
た
。

松
本
松
子
議
員
一
般
質
問

岡
村
英
治
議
員
一
般
質
問

許
す
な
！
　
お
年
寄
り
の
負
担
増

許
す
な
！
　
お
年
寄
り
の
負
担
増

許
す
な
！
　
お
年
寄
り
の
負
担
増

す
べ
て
の
中
学
校
で
完
全
給
食
を

す
べ
て
の
中
学
校
で
完
全
給
食
を

す
べ
て
の
中
学
校
で
完
全
給
食
を




